
１９９９年度日本語能力試験

昨年１２月５日（日）に、１９９９年度の日本

語能力試験が、国際交流基金、�日本国
際教育協会の共催で実施されました（台

湾は�交流協会が実施）。
この試験は、日本国内外において、原

則として日本語を母語としない人を対象

に、習得した日本語の能力を客観的に測

定し、その能力を認定することを目的と

しています。１９８４年から実施されており、

今回で１６回目を迎えました。

今回は海外３３の国・地域の７５都市（バ

ングラデシュ、ボリビアは現地の事情に

より本年度の実施見送り）、日本国内９

都市で実施され、総計１９６，０３０人（昨年

度比約２８．４％増）の応募者がありました。

各級の応募者数については別表のとお

りです。

なお、２０００年度の日本語能力試験は１２

月１０日（日）に実施される予定です。

試験実施の詳細については、７月頃に

下記までお問い合わせ下さい。

海外：

国際交流基金関西国際センター試験課

〒５９８‐００９３大阪府泉南郡田尻町

りんくうポート北３‐１４

TEL：＋８１‐７２４‐９０‐２６０３

FAX：＋８１‐７２４‐９０‐２８０３

E-Mail : jlptinfo@jpf.go.jp

URL : http : //www.iijnet.ne.jp/jpf/

jlpt/contents/home.html

国内：

財団法人日本国際教育協会

事業部日本語・統一試験課

〒１５３‐８５０３東京都目黒区駒場４‐５‐２９

TEL：＋８１‐３‐５４５４‐５２１５

FAX：＋８１‐３‐５４５４‐５２３５

「日本語教育国別情報ホームページ」
の開始について

日本語教育を実施している１１５の国・

地域（１９９８年海外日本語教育機関調査に

よる）について、それぞれの日本語教育

事情をまとめた「日本語教育国別情報」

を、２０００年３月から日本語国際センター

ホームページ上で公開します。

（http : //www.jpf.go.jp/j/urawa）

内容は

・日本語教育の実施状況

・教科書

・教師会

・日本語教師派遣情報

・学習目的（機関調査結果）

・参考文献一覧

・その他（日本語教育略史、教育制度と

外国語教育、ガイドライン・シラバス、

評価・試験、教師）

となる予定です。（ただし、「その他」に

ついては主要国のみ。）

このホームページは、日本大使館・総

領事館、国際協力事業団、国際交流基金

の情報を、国際交流基金日本語国際セン

ターがまとめたものです。ぜひご覧くだ

さい。

センター元研修生、誘拐され人質
となるも無事に解放

昨年８月２３日、キルギス共和国におい

て、武装勢力による国際協力事業団の日

本人技師拉致事件が発生しました。人質

の中には、日本語国際センターの元研修

生（９２年度長期研修）で、通訳を務めて

いたオムルベク・ジャナケーエフさんも

含まれていましたが、１０月２５日、４人の

日本人とともに、無事に解放されました。

ジャナケーエフさんは、センターでの

研修から帰国後、日本キルギス文化セン

ター所長となり、キルギス語日本語辞書

の編集を行うなど、両国の文化交流に力

を注がれていました。ご無事を心よりお

慶びいたします。

ニュース
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「外国語（日本語）教育というのは、基
本的には外国語（日本語）を通じて行う
教育という意味である。もっと厳密にい
うと、外国語としての日本語（日本文化
も含まれる）を教えることを通じて、人
間を育てること、さらにいえば、外国語
（日本語）の習得を通じて、自民族優越主
義（ethnocentrism）や大国意識（chau-
vinism）、あるいは自民族劣等意識から
脱却し、世界的な人間づくりをすること
である。
日本語教育は単に日本語という言語を
習得するだけでなく、それ以上の意義と
価値をもっているものなのである。つま
り、外国語教育の原点は、人間愛を育て

ることだといえる。外国の文化を学ぶこ
とが、人間らしさを育てることに寄与す
るという事実にもっと光をあてるべきで
ある。」（縫部義憲『日本語教育学入門』
（創拓社）より）

時々、「なぜ日本語教育を世界中で行
う必要があるのか」「自分はなぜ日本語
教育関係の仕事をしているのか」と考え
ることがあります。
上の文章を読んで、その意義が分かっ
たような気がしました。と同時に、自分
の仕事の未熟ぶりを自省しました。
２０００年代も、どうぞよろしくお願いい
たします。 （情報交流課 田中 伸一）

＊編集部では、『日本語教育通信』に対
するご意見や皆さんの学校の状況など
を書いたお手紙をお待ちしています。

＊この欄にふさわしい情報やニュースがありましたら、下記までお寄せください。

国際交流基金日本語国際センター情報交流課

〒３３６‐０００２埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

Research and Information Division, The Japan Foundation Japanese-Language
Institute, Urawa, 6-36 Kita-Urawa 5-chome, Urawa-shi, Saitama 336-0002, Japan

『日本語教育通信』 第３６号
２０００年１月発行

発行・編集 国際交流基金

日本語国際センター 情報交流課

〒３３６‐０００２埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

The Japan Foundation

Japanese-Language Institute, Urawa

（6-36 Kita-Urawa 5 chome, Urawa-shi,

Saitama 336-0002, Japan）

TEL０４８‐８３４‐１１８４ FAX０４８‐８３０‐１５８８

E-Mail jfnckt@jpf.go.jp

編集協力
財団法人 国際文化交流推進協会

Assoc. ACE Japan (Japan Association for

Cultural Exchange)

◯C 2000 by The Japan Foundation

（表紙イラスト：村井宗二）

級別
１９９９年度
応募者数（人）

１９９８年度
応募者数（人）

伸び率
前年度比

国

外

１級 ３２，５９１ ２６，５２０ ２２．９％

２級 ４３，８６６ ３２，２２９ ３６．１％

３級 ４７，２８９ ３３，９２５ ３９．４％

４級 ３４，１１６ ２７，０７５ ２６．０％

小計 １５７，８６２ １１９，７４９ ３１．８％

国

内

１級 ２３，４１６ １９，４１３ ２０．６％

２級 ７，３７９ ６，４１８ １５．０％

３級 ４，８３２ ４，４４３ ８．８％

４級 ２，５４１ ２，６３８ －３．７％

小計 ３８，１６８ ３２，９１２ １６．０％

合 計 １９６，０３０ １５２，６６１ ２８．４％
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